
アジア交流の日   京都教区創立記念日（11月 23日）または直前の日曜日 

                       

京都教区独自の特定献金指定日で、教区創立 50 周年を期して 1988 年に制定され     

今日まで続けられています。2025年は 11月 23日です。  

全国版のカトリックカレンダーや手帳には「アジア交流の日」は記載されていません。    

アジア諸国との交流の中で日本、京都教区、小教区そして、私たち一人一人の信仰の   

現状を問い直し、かつ、神が私たちにお望みになっていることを学び取ることを目的と  

しています。そのため、経済的な援助ではなく、人間同士（特に若者）の交流を進める   

ためにこの献金は使われます。       

 


